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ご参加いただいた市民の皆様には心から感謝申し
上げます。
市民の皆様の身近な声が聞ける貴重な時間とな
りました。初めてお会いした方々とも対話が進み、
素敵な出会いがあり嬉しかったです。ご期待に添え
るような活動に繋げたいと思います。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
皆様の意見が素晴らしく、とても勉強になりまし
た。さまざまな意見をお聞きできたので、地域のニ
ーズを知ることができ、良かったです。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　貴重なお時間を頂戴し、有意義な時間となりまし
た。皆様の意見を反映できるよう、努めてまいります。

10月4日、名古屋芸術大学アートスクエアにて、
市民と議員の意見交換会を開催しました。
たくさんの方にご参加いただき、
市の未来について、いろいろなご
意見をいただくことができまし
た。詳細は市議会ホームページを
ぜひご覧ください。
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新庁舎の整備について
総務常任委員会　令和7年9月17日

●本市の現状

委員会活動報告（所管事務調査）

所管事務調査とは、市から提案された予算案や条例案などの議案を審査するものとは違い、委員会が所管す
る事務について自主的に行う調査です。以下の内容について、先進地への行政視察を予定しています。
行政視察の様子については、次号にてご紹介いたします。

・令和７年度現在、東西庁舎共に築50年前後が経
過。「庁舎のあり方検討委員会」を発足し、将来
の庁舎のあり方を検討している。

DXの推進について
●本市の現状
・令和５年10月に「北名古屋市DX基本方針」を策
定。自治体情報システムの標準化・共通化を業
務影響がないよう移行予定。市民への利便性向
上のため、窓口業務のデジタル化について、シス
テム調査を進めていく。

録画配信

ひきこもり支援事業について
福祉教育常任委員会　令和７年９月１２日

●現状における課題
・ひきこもりの子を持つ親や親族等からの相談が
あっても、当事者と繋がりにくいことがあり、相
談支援体制のあり方や支援を必要とする本人及
び家族を合わせた伴走型相談支援体制への再構
築が必要。

子育て支援事業について
●本市の課題
・産後ケア事業（宿泊型）、産後ヘルパー派遣事業
において、利用者の希望に添えない場合がある。
・支援の必要な妊婦が増えている中、見守りが困
難な場合がある。

録画配信

道路等包括管理事業について
建設常任委員会　令和７年9月１６日

●本市の現状
・個別のインフラ施設については地区・業務ごと
に業務を発注し、それぞれの業務を個別の業者
が受注している。
・令和６年度(道路・排水路関係）発注件数年間：
約70件
●本市の課題
・職員体制：技術系職員に限りがあり、計画的維
　　　　　持に十分な時間が確保できない。
・契約業務：発注件数が多く、手続きに係る事務
　　　　　負担が大きい。

都市農業について
●本市の現状
・市の耕地総面積は約368haで、総面積に占める
耕地割合は約20％、市が農地を借り、整備区画
化して市民に貸出ているレジャー農園の利用率
は、92.36％。

●本市の課題
・農業全般の課題：農地の減少、担い手不足等
・レジャー農園の課題：雑草管理の負担増、駐車
　　　　　　　　　　場不足等

録画配信

いつまでに、現庁舎の長寿命化工事ないし新庁
舎の整備ができてないといけないのか、期限的
なものの想定はあるか。

明確なものはないが、物理的耐用年数に鑑み、１
０年程度を目安として考えている。

Q

市民のDXへのニーズはどのように把握しているか。Q

A

時代によって価値観が変わってくるということも
含めて、ひきこもり支援を続けていかないとい
けないと感じるが、どうか。

考えなければいけない時期に来ている。

Q

A

産後ケア事業をもう少し利用してほしいという
思いはあるか。

訪問型、宿泊型とも少ないということでは認識
している。受入先の状況等にもよるが、周知を徹
底していきたい。

Q

A

窓口の手続きやオンライン申請などを中心に取
り組んでいきたいと考えている。

A

定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び
拡充を求める意見書について

工事請負契約の締結について（訓原中学校校舎長寿命化改修工事）

市道路線の認定について

北名古屋市下水道事業審議会条例の制定について

北名古屋市公共下水道区域外流入分担金に関する条例の一部改正について
北名古屋市下水道条例の一部改正について

北名古屋市移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関する
基準を定める条例の一部改正について

北名古屋市法定外公共物の管理に関する条例の一部改正について

北名古屋市道路占用料条例の一部改正について

令和7年度北名古屋市北名古屋沖村西部土地区画整理事業特別会計補
正予算（第1号）について

北名古屋市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める
条例の制定について

北名古屋市ひとり親家庭等手当支給条例の一部改正について

北名古屋市高齢者活動センターの設置及び管理に関する条例の一部改
正について

令和7年度北名古屋市介護保険特別会計補正予算（第1号）について

令和7年度北名古屋市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）について

北名古屋市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動の公費負担に
関する条例の一部改正について

令和7年度北名古屋市一般会計補正予算（第3号）について

北名古屋市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について

北名古屋市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について
北名古屋市基金条例の一部改正について

令和6年度北名古屋市下水道事業会計決算の認定について

令和6年度北名古屋市北名古屋沖村西部土地区画整理事業特別会計決算の認定について

令和6年度北名古屋市介護保険特別会計決算の認定について

令和6年度北名古屋市後期高齢者医療特別会計決算の認定について
令和6年度北名古屋市国民健康保険特別会計決算の認定について

令和6年度北名古屋市土地取得特別会計決算の認定について

令和6年度北名古屋市一般会計決算の認定について

色のついている議案をピックアップし具体的にどう変わるのかを掲載しております。
全ての議案内容は、市議会ホームページの「議案・請願とその審議結果」をご覧ください。

市議会から意見書を
国に提出しました

子どもの教育環境
教育予算に関する予算確保を

議員提案

議案第90号　定数改善計画の早期策定・
実施と義務教育費国庫負担制度の堅持
及び拡充を求める意見書の提出について

【補正予算】中学校整備事業 等　

議案第74号　北名古屋市一般会計補正予
算（第３号）について

令和8年度の政府予算編成にあたり、定数改善計
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条例の制定について

北名古屋市ひとり親家庭等手当支給条例の一部改正について

北名古屋市高齢者活動センターの設置及び管理に関する条例の一部改
正について

令和7年度北名古屋市介護保険特別会計補正予算（第1号）について

令和7年度北名古屋市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）について

北名古屋市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動の公費負担に
関する条例の一部改正について

令和7年度北名古屋市一般会計補正予算（第3号）について

北名古屋市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について

北名古屋市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について
北名古屋市基金条例の一部改正について

令和6年度北名古屋市下水道事業会計決算の認定について

令和6年度北名古屋市北名古屋沖村西部土地区画整理事業特別会計決算の認定について

令和6年度北名古屋市介護保険特別会計決算の認定について

令和6年度北名古屋市後期高齢者医療特別会計決算の認定について
令和6年度北名古屋市国民健康保険特別会計決算の認定について

令和6年度北名古屋市土地取得特別会計決算の認定について

令和6年度北名古屋市一般会計決算の認定について

色のついている議案をピックアップし具体的にどう変わるのかを掲載しております。
全ての議案内容は、市議会ホームページの「議案・請願とその審議結果」をご覧ください。

市議会から意見書を
国に提出しました

子どもの教育環境
教育予算に関する予算確保を

議員提案

議案第90号　定数改善計画の早期策定・
実施と義務教育費国庫負担制度の堅持
及び拡充を求める意見書の提出について

【補正予算】中学校整備事業 等　

議案第74号　北名古屋市一般会計補正予
算（第３号）について

令和8年度の政府予算編成にあたり、定数改善計
画の早期策定・実施と、義務教育費国庫負担制度
の堅持とともに、国庫負担率２分の１への復元に
むけて、十分な教育予算を確保されるよう関係行
政庁に要望する。

会期31日間
8月26日～ 9月25日

令和7年
定例会の結果

第3回

議決結果
議案第65、69、70号

全員賛成、認定

議案64、66、67、68号

賛成多数、認定

議案第71～77号、
79号、81～90号
全員賛成、原案可決

議案第78、80号

賛成多数、原案可決

議案番号 議案名

元々、長寿命化改修工事は前から話し
合っており、教室内で工夫している。

現在部室がなく、不自由していないのか。



定
額
減
税
の
影
響
額
は
。

３
億
９
７
７
６
万
円
の
減
収
。

定
額
減
税
の
影
響
は
あ
っ
た
が
、
全

体
の
マ
イ
ナ
ス
は
定
額
減
税
の
影
響
以

下
で
あ
り
、
個
人
市
民
税
は
伸
び
て
い

る
。そ
の
理
由
は
。

給
与
所
得
者
の
賃
金
が
上
昇
し
た
こ

と
、
生
産
年
齢
人
口
が
増
加
し
た
か
ら

と
み
て
い
る
。

令
和
７
年
度
以
降
の
個
人
市
民
税
は

ど
う
見
込
ん
で
い
る
か
。

令
和
７
年
度
は
、
定
額
減
税
措
置
終

了
の
影
響
分
と
し
て
の
増
収
、
賃
上
げ

政
策
の
効
果
影
響
に
よ
り
増
収
を
見
込

ん
で
い
る
。令
和
８
年
度
以
降
は
賃
上

げ
政
策
の
効
果
の
継
続
が
見
込
ま
れ
る

が
、
年
収
の
壁
見
直
し
に
よ
る
減
収
の

影
響
が
あ
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

配
置
替
え
に
よ
る
結
果
、総
括
は
。

片
方
の
庁
舎
で
手
続
き
が
済
む
よ
う

に
な
っ
た
。そ
れ
に
よ
り
、東
西
庁
舎
を
結

ぶ
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
利
用
者
が
増
え
た
。

歳入歳出差引額は16億2,555万2,818円で、翌年へ繰り越すべき財源6,969万7,000円を
差し引いた実質収支額は、15億5,585万5,818円となりました。

持続可能な地域の発展と
魅力向上につなげるた
め市民活動センター「μ
-base」を設置した。

１億4,709万円
共創のまちづくり拠点整備事業

新たな政策課題への対応と市民の利便性向上
を目指して、組織体制の見直しと東西庁舎の配
置替えを実施した。

2,700万円
庁舎配置替え事業

保育園にICTを導入することにより、欠席・遅
刻などの相互連絡や登降園管理等により、保
護者の利便性が向上した。

3,694万円
総合保育システム導入事業　　

豪雨、地震等の災害に備
え、同報系防災行政無線
のデジタル化及び維持管
理を行った。

防災行政無線管理事業
２億2,664万円

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

個
人
市
民
税

前
年
度
比
　△
２
億
４
４
１
４
万

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
流
入
額
と
流

出
額
の
バ
ラ
ン
ス
は
。

流
入
と
流
出
を
同
等
に
し
て
い
く
た

め
の
取
組
み
は
あ
る
か
。

寄
附
額
を
増
や
す
た
め
、
魅
力
あ
る

返
礼
品
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
「
μ
‐
ｂ
ａ
ｓ

ｅ
」を
開
設
し
た
が
、
予
定
し
て
い
た
計

画
や
効
果
と
比
べ
て
実
績
は
。

評
価
の
軸
と
し
て
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
設
定
し

て
い
る
。来
場
者
数
、
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ

登
録
数
に
つ
い
て
は
、
想
定
を
超
え
て

い
た
が
、
有
料
施
設
の
稼
動
率
が
想
定

よ
り
低
い
数
字
と
な
っ
た
。

稼
働
率
が
低
い
た
め
、
ど
う
利
用
者

を
増
や
し
て
い
く
か
。条
例
や
制
度
等

に
手
を
つ
け
る
考
え
は
。

い
た
ず
ら
に
利
用
率
を
上
げ
る
の
で

は
な
く
、目
的
を
逸
脱
し
な
い
よ
う
、範

囲
の
中
で
い
か
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る

か
指
定
管
理
者
と
協
議
を
し
て
い
き
た

い
。実

際
運
営
を
し
て
、
見
え
て
き
た
課

題
は
。

施
設
の
目
的
を
理
解
し
な
い
ま
ま
施

設
利
用
を
し
て
い
る
方
や
、
学
習
の
た

め
に
利
用
し
て
い
る
中
高
生
に
対
し
て
、

市
民
活
動
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
い
、

共
創
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
課
題
。

総
合
保
育
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ

と
で
、
保
育
士
の
業
務
負
担
が
ど
れ
だ

け
軽
減
で
き
た
か
。

導
入
当
初
、
保
護
者
連
絡
機
能
を
使

い
、
保
護
者
か
ら
の
欠
席
連
絡
対
応
が

減
っ
た
。こ
の
シ
ス
テ
ム
は
出
席
簿
に

反
映
し
て
い
る
た
め
、集
計
が
で
き
、ク

ラ
ス
担
任
の
負
担
も
減
っ
た
。

現
場
の
感
想
は
。

積
極
的
に
活
用
さ
れ
て
お
り
、保
護
者

か
ら
も
好
評
で
あ
る
。ひ
と
つ
の
デ
ー
タ

を
連
携
さ
せ
る
な
ど
今
の
時
代
に
合
っ

た
使
い
方
が
で
き
、合
理
的
に
仕
事
が
で

き
て
い
る
。

学
校
ホ
リ
デ
ー
の
日
は
、現
状
ど
の
よ

う
に
決
め
て
い
る
か
。

教
育
委
員
会
の
定
例
会
で
諮
っ
て
決

め
て
い
る
。

県
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
保
護
者
が
学
校

ホ
リ
デ
ー
の
日
に
休
み
を
取
れ
ず
有
意

義
で
な
か
っ
た
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

お
知
ら
せ
を
早
く
し
て
い
た
だ
け
る
か
。

早
め
に
周
知
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

訪
問
指
導
延
べ
数
が
令
和
５
年
度

5
6
2
回
か
ら
令
和
６
年
度
8
7
4
人

と
増
え
て
い
る
が
、理
由
は
。

継
続
的
に
支
援
を
す
る
方
が
増
え
た

た
め
。

     消
費
生
活
相
談
1
5
1
件
の
内
訳
は
。

定
期
購
入
ト
ラ
ブ
ル
、大
手
企
業
破
産

に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
、ロ
マ
ン
ス
詐
欺
等
。

ご
み
は
ど
れ
だ
け
減
量
に
な
っ
た
か
、

資
源
ご
み
の
回
収
量
は
。

令
和
５
年
度
と
令
和
６
年
度
を
比
較

す
る
と
、
8
8
0
ト
ン
ほ
ど
減
量
さ
れ

て
お
り
、
金
額
で
言
う
と
１
７
０
０
万

円
ほ
ど
減
っ
て
い
る
。資
源
回
収
の
量

は
減
っ
て
い
る
が
、
売
却
金
の
単
価
が

上
が
っ
て
い
る
た
め
、
昨
年
度
よ
り
５

０
０
万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
る
。

庁
舎
配
置
替
え
事
業

２
７
０
０
万
円
　

令和6年度一般会計の決算
歳入
337億827万3,335円

歳出
320億8,272万517円

歳入
337億827万円

歳出
320億8,272万円

市債
8億6,090万円

諸収入
11億362万円

繰越金 5億6,433万円

その他 23億5,595万円
繰入金
12億

2,297万円

県支出金
21億8,717万円

国庫支出金
 56億9,276万円

地方交付税
31億5,636万円

地方消費税交付金
21億6,714万円

市税
143億9,707万円

諸支出金 3億1,951万円

公債費 
29億1,925万円

教育費
 30億2,906万円

消防費 11億7,749万円

土木費 
25億6,907万円

農林水産費 2億6,124万円

その他 4億6,599万円

衛生費 
26億7,838万円

民生費 
151億9,544万円

総務費
 34億6,729万円

定
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減
税
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影
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億
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定
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減
税
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が
、
全
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の
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は
定
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減
税
の
影
響
以

下
で
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、
個
人
市
民
税
は
伸
び
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る
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の
理
由
は
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与
所
得
者
の
賃
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上
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し
た
こ

と
、
生
産
年
齢
人
口
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増
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し
た
か
ら

と
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。

令
和
７
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以
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の
個
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市
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税
は

ど
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見
込
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で
い
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か
。
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年
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、
定
額
減
税
措
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し
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、
賃
上
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の
効
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影
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に
よ
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見
込
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。令
和
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年
度
以
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は
賃
上

げ
政
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の
効
果
の
継
続
が
見
込
ま
れ
る

が
、
年
収
の
壁
見
直
し
に
よ
る
減
収
の

影
響
が
あ
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

配
置
替
え
に
よ
る
結
果
、総
括
は
。

片
方
の
庁
舎
で
手
続
き
が
済
む
よ
う

に
な
っ
た
。そ
れ
に
よ
り
、東
西
庁
舎
を
結

ぶ
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
利
用
者
が
増
え
た
。

予算と決算の
サイクル

ふ
る
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納
税
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よ
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流
入
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流

出
額
の
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。

流
入
と
流
出
を
同
等
に
し
て
い
く
た

め
の
取
組
み
は
あ
る
か
。

寄
附
額
を
増
や
す
た
め
、
魅
力
あ
る

返
礼
品
を
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や
し
て
い
き
た
い
。

市
民
活
動
セ
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ー
「
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‐
ｂ
ａ
ｓ
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」を
開
設
し
た
が
、
予
定
し
て
い
た
計

画
や
効
果
と
比
べ
て
実
績
は
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評
価
の
軸
と
し
て
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
設
定
し

て
い
る
。来
場
者
数
、
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ

登
録
数
に
つ
い
て
は
、
想
定
を
超
え
て

い
た
が
、
有
料
施
設
の
稼
動
率
が
想
定

よ
り
低
い
数
字
と
な
っ
た
。

稼
働
率
が
低
い
た
め
、
ど
う
利
用
者

を
増
や
し
て
い
く
か
。条
例
や
制
度
等

に
手
を
つ
け
る
考
え
は
。

い
た
ず
ら
に
利
用
率
を
上
げ
る
の
で

は
な
く
、目
的
を
逸
脱
し
な
い
よ
う
、範

囲
の
中
で
い
か
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る

か
指
定
管
理
者
と
協
議
を
し
て
い
き
た

い
。実

際
運
営
を
し
て
、
見
え
て
き
た
課

題
は
。

施
設
の
目
的
を
理
解
し
な
い
ま
ま
施

設
利
用
を
し
て
い
る
方
や
、
学
習
の
た

め
に
利
用
し
て
い
る
中
高
生
に
対
し
て
、

市
民
活
動
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
い
、

共
創
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
課
題
。

総
合
保
育
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ

と
で
、
保
育
士
の
業
務
負
担
が
ど
れ
だ

け
軽
減
で
き
た
か
。

導
入
当
初
、
保
護
者
連
絡
機
能
を
使

い
、
保
護
者
か
ら
の
欠
席
連
絡
対
応
が

減
っ
た
。こ
の
シ
ス
テ
ム
は
出
席
簿
に

反
映
し
て
い
る
た
め
、集
計
が
で
き
、ク

ラ
ス
担
任
の
負
担
も
減
っ
た
。

現
場
の
感
想
は
。

積
極
的
に
活
用
さ
れ
て
お
り
、保
護
者

か
ら
も
好
評
で
あ
る
。ひ
と
つ
の
デ
ー
タ

を
連
携
さ
せ
る
な
ど
今
の
時
代
に
合
っ

た
使
い
方
が
で
き
、合
理
的
に
仕
事
が
で

き
て
い
る
。

学
校
ホ
リ
デ
ー
の
日
は
、現
状
ど
の
よ

う
に
決
め
て
い
る
か
。

教
育
委
員
会
の
定
例
会
で
諮
っ
て
決

め
て
い
る
。

県
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
保
護
者
が
学
校

ホ
リ
デ
ー
の
日
に
休
み
を
取
れ
ず
有
意

義
で
な
か
っ
た
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

お
知
ら
せ
を
早
く
し
て
い
た
だ
け
る
か
。

早
め
に
周
知
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

訪
問
指
導
延
べ
数
が
令
和
５
年
度

5
6
2
回
か
ら
令
和
６
年
度
8
7
4
人

と
増
え
て
い
る
が
、理
由
は
。

継
続
的
に
支
援
を
す
る
方
が
増
え
た

た
め
。

     消
費
生
活
相
談
1
5
1
件
の
内
訳
は
。

定
期
購
入
ト
ラ
ブ
ル
、大
手
企
業
破
産

に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
、ロ
マ
ン
ス
詐
欺
等
。

ご
み
は
ど
れ
だ
け
減
量
に
な
っ
た
か
、

資
源
ご
み
の
回
収
量
は
。

令
和
５
年
度
と
令
和
６
年
度
を
比
較

す
る
と
、
8
8
0
ト
ン
ほ
ど
減
量
さ
れ

て
お
り
、
金
額
で
言
う
と
１
７
０
０
万

円
ほ
ど
減
っ
て
い
る
。資
源
回
収
の
量

は
減
っ
て
い
る
が
、
売
却
金
の
単
価
が

上
が
っ
て
い
る
た
め
、
昨
年
度
よ
り
５

０
０
万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
に
つ
い
て
　

資
源
分
別
収
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の
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業
に
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て

決
算
審
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は
、次
の
予
算
編
成
に
つ
な
げ
る
た
め
の

未
来
に
向
け
た
大
事
な
審
査
で
す

10月～翌年2月
予算案の作成

4月～翌年3月
事業の実施

第1回定例会(3月)
予算案を

市議会に提出

第3回定例会(9月)
決算を

市議会に提出
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令和６年度
流入額　1億 213万円
流出額　事務経費：4,852万円
他市への住民税（翌年度に控除さ
れるため令和7年分）：3億
7609万円
一部交付税として措置されるた
め、令和6年度としてのトータル
は△4,041万円。

定
額
減
税
の
影
響
額
は
。

３
億
９
７
７
６
万
円
の
減
収
。

定
額
減
税
の
影
響
は
あ
っ
た
が
、
全

体
の
マ
イ
ナ
ス
は
定
額
減
税
の
影
響
以

下
で
あ
り
、
個
人
市
民
税
は
伸
び
て
い

る
。そ
の
理
由
は
。

給
与
所
得
者
の
賃
金
が
上
昇
し
た
こ

と
、
生
産
年
齢
人
口
が
増
加
し
た
か
ら

と
み
て
い
る
。

令
和
７
年
度
以
降
の
個
人
市
民
税
は

ど
う
見
込
ん
で
い
る
か
。

令
和
７
年
度
は
、
定
額
減
税
措
置
終

了
の
影
響
分
と
し
て
の
増
収
、
賃
上
げ

政
策
の
効
果
影
響
に
よ
り
増
収
を
見
込

ん
で
い
る
。令
和
８
年
度
以
降
は
賃
上

げ
政
策
の
効
果
の
継
続
が
見
込
ま
れ
る

が
、
年
収
の
壁
見
直
し
に
よ
る
減
収
の

影
響
が
あ
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

配
置
替
え
に
よ
る
結
果
、総
括
は
。

片
方
の
庁
舎
で
手
続
き
が
済
む
よ
う

に
な
っ
た
。そ
れ
に
よ
り
、東
西
庁
舎
を
結

ぶ
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
利
用
者
が
増
え
た
。
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護者の利便性が向上した。

3,694万円
総合保育システム導入事業　　

豪雨、地震等の災害に備
え、同報系防災行政無線
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市
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４
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４
万

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
流
入
額
と
流

出
額
の
バ
ラ
ン
ス
は
。

流
入
と
流
出
を
同
等
に
し
て
い
く
た

め
の
取
組
み
は
あ
る
か
。

寄
附
額
を
増
や
す
た
め
、
魅
力
あ
る

返
礼
品
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
「
μ
‐
ｂ
ａ
ｓ

ｅ
」を
開
設
し
た
が
、
予
定
し
て
い
た
計

画
や
効
果
と
比
べ
て
実
績
は
。

評
価
の
軸
と
し
て
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
設
定
し

て
い
る
。来
場
者
数
、
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ

登
録
数
に
つ
い
て
は
、
想
定
を
超
え
て

い
た
が
、
有
料
施
設
の
稼
動
率
が
想
定

よ
り
低
い
数
字
と
な
っ
た
。

稼
働
率
が
低
い
た
め
、
ど
う
利
用
者

を
増
や
し
て
い
く
か
。条
例
や
制
度
等

に
手
を
つ
け
る
考
え
は
。

い
た
ず
ら
に
利
用
率
を
上
げ
る
の
で

は
な
く
、目
的
を
逸
脱
し
な
い
よ
う
、範

囲
の
中
で
い
か
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る

か
指
定
管
理
者
と
協
議
を
し
て
い
き
た

い
。実

際
運
営
を
し
て
、
見
え
て
き
た
課

題
は
。

施
設
の
目
的
を
理
解
し
な
い
ま
ま
施

設
利
用
を
し
て
い
る
方
や
、
学
習
の
た

め
に
利
用
し
て
い
る
中
高
生
に
対
し
て
、

市
民
活
動
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
い
、

共
創
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
課
題
。

総
合
保
育
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ

と
で
、
保
育
士
の
業
務
負
担
が
ど
れ
だ

け
軽
減
で
き
た
か
。

導
入
当
初
、
保
護
者
連
絡
機
能
を
使

い
、
保
護
者
か
ら
の
欠
席
連
絡
対
応
が

減
っ
た
。こ
の
シ
ス
テ
ム
は
出
席
簿
に

反
映
し
て
い
る
た
め
、集
計
が
で
き
、ク

ラ
ス
担
任
の
負
担
も
減
っ
た
。

現
場
の
感
想
は
。

積
極
的
に
活
用
さ
れ
て
お
り
、保
護
者

か
ら
も
好
評
で
あ
る
。ひ
と
つ
の
デ
ー
タ

を
連
携
さ
せ
る
な
ど
今
の
時
代
に
合
っ

た
使
い
方
が
で
き
、合
理
的
に
仕
事
が
で

き
て
い
る
。

学
校
ホ
リ
デ
ー
の
日
は
、現
状
ど
の
よ

う
に
決
め
て
い
る
か
。

教
育
委
員
会
の
定
例
会
で
諮
っ
て
決

め
て
い
る
。

県
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
保
護
者
が
学
校

ホ
リ
デ
ー
の
日
に
休
み
を
取
れ
ず
有
意

義
で
な
か
っ
た
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

お
知
ら
せ
を
早
く
し
て
い
た
だ
け
る
か
。

早
め
に
周
知
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

訪
問
指
導
延
べ
数
が
令
和
５
年
度

5
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回
か
ら
令
和
６
年
度
8
7
4
人

と
増
え
て
い
る
が
、理
由
は
。

継
続
的
に
支
援
を
す
る
方
が
増
え
た

た
め
。

     消
費
生
活
相
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の
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訳
は
。

定
期
購
入
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ル
、大
手
企
業
破
産

に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
、ロ
マ
ン
ス
詐
欺
等
。

ご
み
は
ど
れ
だ
け
減
量
に
な
っ
た
か
、

資
源
ご
み
の
回
収
量
は
。

令
和
５
年
度
と
令
和
６
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度
を
比
較
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る
と
、
8
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ト
ン
ほ
ど
減
量
さ
れ

て
お
り
、
金
額
で
言
う
と
１
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万

円
ほ
ど
減
っ
て
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る
。資
源
回
収
の
量

は
減
っ
て
い
る
が
、
売
却
金
の
単
価
が

上
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て
い
る
た
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、
昨
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度
よ
り
５

０
０
万
円
の
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と
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総合政策部

今
後
の
北
名
古
屋
市
の
展
望
に
つ
い
て

福
岡

　康（
市
政
ク
ラ
ブ
）

太
田
市
長
は「
と
も
に
進
め
る
、新
し
い
北

名
古
屋
市
へ
。」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、「
5
つ
の

お
約
束
」と「
行
財
政
改
革
」を
公
約
に
掲
げ
、

令
和
4
年
に
当
選
さ
れ
た
が
、
市
民
説
明
会

や
市
民
対
話
集
会
を
行
い
、
直
接
市
民
の
声

を
聴
き
、
説
明
し
た
こ
と
で
市
民
と
行
政
の

距
離
感
が
身
近
に
な
っ
た
こ
と
は
大
い
に
評

価
し
て
い
る
。

し
か
し
、
行
財
政
改
革
に
よ
る
予
算
削
減

で
「
何
か
を
申
請
し
て
も
予
算
が
な
い
か
ら

断
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。」と
い
う
市
民
の
声
を

耳
に
す
る
。行
財
政
改
革
は
賛
同
す
る
が
、改

革
計
画
を
市
民
に
示
し
、
丁
寧
な
説
明
が
重

要
だ
と
考
え
る
。

公
約
に
あ
る「
市
制
20
周
年
に
向
け
て
、市

民
と
と
も
に
北
名
古
屋
市
基
本
条
例
を
制

定
」に
つ
い
て
、今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
か
示
す
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

①
未
着
手
公
約
の
実
現
に
向
け
、
今
後
ど
の

よ
う
に
進
め
る
か
。

②
今
後
を
見
据
え
た
新
た
な
施
策
が
あ
れ
ば
。

市
長

①
今
後
も
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
事
業
の
優

先
順
位
を
明
確
に
し
、
公
約
の
実
現
に
向
け

着
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

②
市
長
就
任
に
あ
た
り
、
5
つ
の
約
束
を
掲

げ
、
市
民
の
皆
様
と
の
信
頼
を
第
一
に
市
政

運
営
に
取
り
組
ん
で
き
た
。こ
れ
か
ら
も
市

民
の
皆
様
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環

境
の
下
、
子
供
た
ち
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
も

が
健
や
か
に
、
そ
し
て
快
適
に
過
ご
す
こ
と

の
で
き
る
健
康
快
適
都
市
を
目
指
し
て
い
き

た
い
。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
と
は

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内
容
に

つ
い
て
、市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を

行
い
ま
す
。

今
回
の
一
般
質
問
で
あ
な
た
の
生
活
に
か
か

わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

一
般
質
問
の
内
容
は
動
画
で
視
聴
で
き
ま
す
。二
次
元

コ
ー
ド
ま
た
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら「
議
会
録
画
中

継
」を
選
択
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。各
議
員
の
記
事
の
右
下

に
あ
り
ま
す
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
い
た
だ
く
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
の
質
問
に
関
す
る
録
画
配
信
ペ
ー
ジ
に

つ
な
が
り
ま
す
。

質
問
議
員
12
人

質
問
25
項
目
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生活安全部

寺
院
と
大
規
模
災
害
時
の
協
力
協
定
に
つ
い
て

福祉こども部

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
認
知
度
向
上
に
つ
い
て

井
上

　一男
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

ま
み
や

　文枝
（
公
明
党
）

本
市
で
は
現
在
、
4
か
所
の
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で
、高
齢
者
の
相
談
や
、介
護
予

防
教
室
の
開
催
な
ど
多
様
な
取
組
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

し
か
し
、
現
状
と
し
て
市
民
の
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
と
い
う
言
葉
そ
の
も
の
の
認

知
度
が
十
分
に
届
い
て
い
な
い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
い
う
硬
い
イ

メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
愛
称
を
付
け
る
こ
と
で
、

市
民
に
と
っ
て
身
近
な
存
在
と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
の
で
は
な
い
か
。

①
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
現
状
の
認
知

度
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
。

②
名
称
や
愛
称
の
工
夫
を
検
討
す
る
考
え
は

③
周
知
方
法
の
強
化
の
考
え
は
。

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
室
長

①
地
道
な
周
知
に
よ
り
、
徐
々
に
認
知
度
が

上
が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

②
介
護
保
険
法
に
規
定
が
あ
り
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
い
る
自
治
体
が
多
い

が
、親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
け
、相
談
し
や

す
い
効
果
を
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
必
要

に
応
じ
て
研
究
し
て
い
く
。

③
主
に
広
報
の
特
集
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

L
I
N
E
等
に
よ
り
実
施
。人
目
に
つ
き
や

す
い
ポ
ス
タ
ー
等
を
作
成
し
、
関
係
機
関
や

人
の
多
く
行
き
交
う
場
所
へ
の
掲
示
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
く
。ま
た
、具
体
的
な
サ
ー

ビ
ス
内
容
や
相
談
例
の
記
載
等
、
工
夫
し
た

い
。そ

の
他
の
質
問

・
フ
レ
イ
ル
進
行
防
止
の
新
た
な
取
組
に
つ

い
て

・
性
の
多
様
性
を
尊
重
す
る
教
育
現
場
づ
く

り
に
つ
い
て

南
海
ト
ラ
フ
沿
い
で
は
、
巨
大
地
震
が
い

つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
。日
頃
か
ら
一

人
ひ
と
り
が
対
策
を
考
え
、地
域
が
連
携
し
、

避
難
準
備
を
す
る
必
要
が
あ
る
。東
日
本
大

震
災
で
は
、
寺
院
が
避
難
所
と
し
て
地
域
の

多
く
の
被
災
者
を
受
け
入
れ
た
。地
域
防
災

は
寺
院
も
含
め
、
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む

事
が
課
題
と
な
る
。行
政
が
地
域
を
見
守
り

続
け
る
寺
院
と
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
協

力
協
定
を
締
結
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

①
寺
院
と
災
害
協
定
を
締
結
す
る
考
え
は
。

ま
た
、締
結
す
る
場
合
の
想
定
内
容
は
。

②
寺
院
の
耐
震
診
断
や
耐
震
補
強
に
補
助
金

な
ど
支
援
を
す
る
考
え
は
。

③
各
地
域
の
指
定
遺
体
安
置
所
は
決
め
て
あ

る
か
、ま
た
、災
害
協
定
に
遺
体
安
置
所
と
し

て
指
定
す
る
考
え
は
。

生
活
安
全
部
長

①
災
害
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
、
一
時
避
難

所
、福
祉
避
難
所
、遺
体
の
一
時
安
置
所
と
し

て
の
施
設
の
提
供
、
車
中
泊
避
難
者
の
車
両

の
駐
車
場
の
提
供
、
遺
体
安
置
所
で
の
読
経

等
の
協
力
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
い
る
。

②
本
市
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
工
事
に
関

す
る
補
助
は
住
宅
対
象
の
た
め
、今
後
、他
市

の
導
入
事
例
等
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
る
。

③
遺
体
安
置
所
は
広
い
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
で

具
体
的
な
場
所
は
定
ま
っ
て
い
な
い
。市
内

仏
教
会
と
の
災
害
協
定
に
お
い
て
、
一
時
的

な
遺
体
安
置
所
と
し
て
の
協
力
に
つ
い
て
協

議
を
進
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
必
要
最
低
限
の
備
蓄
に
つ
い
て

・
大
規
模
災
害
時
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
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総合政策部

今
後
の
北
名
古
屋
市
の
展
望
に
つ
い
て

福
岡

　康（
市
政
ク
ラ
ブ
）

太
田
市
長
は「
と
も
に
進
め
る
、新
し
い
北

名
古
屋
市
へ
。」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、「
5
つ
の

お
約
束
」と「
行
財
政
改
革
」を
公
約
に
掲
げ
、

令
和
4
年
に
当
選
さ
れ
た
が
、
市
民
説
明
会

や
市
民
対
話
集
会
を
行
い
、
直
接
市
民
の
声

を
聴
き
、
説
明
し
た
こ
と
で
市
民
と
行
政
の

距
離
感
が
身
近
に
な
っ
た
こ
と
は
大
い
に
評

価
し
て
い
る
。

し
か
し
、
行
財
政
改
革
に
よ
る
予
算
削
減

で
「
何
か
を
申
請
し
て
も
予
算
が
な
い
か
ら

断
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。」と
い
う
市
民
の
声
を

耳
に
す
る
。行
財
政
改
革
は
賛
同
す
る
が
、改

革
計
画
を
市
民
に
示
し
、
丁
寧
な
説
明
が
重

要
だ
と
考
え
る
。

公
約
に
あ
る「
市
制
20
周
年
に
向
け
て
、市

民
と
と
も
に
北
名
古
屋
市
基
本
条
例
を
制

定
」に
つ
い
て
、今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
か
示
す
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

①
未
着
手
公
約
の
実
現
に
向
け
、
今
後
ど
の

よ
う
に
進
め
る
か
。

②
今
後
を
見
据
え
た
新
た
な
施
策
が
あ
れ
ば
。

市
長

①
今
後
も
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
事
業
の
優

先
順
位
を
明
確
に
し
、
公
約
の
実
現
に
向
け

着
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

②
市
長
就
任
に
あ
た
り
、
5
つ
の
約
束
を
掲

げ
、
市
民
の
皆
様
と
の
信
頼
を
第
一
に
市
政

運
営
に
取
り
組
ん
で
き
た
。こ
れ
か
ら
も
市

民
の
皆
様
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環

境
の
下
、
子
供
た
ち
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
も

が
健
や
か
に
、
そ
し
て
快
適
に
過
ご
す
こ
と

の
で
き
る
健
康
快
適
都
市
を
目
指
し
て
い
き

た
い
。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
と
は

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内
容
に

つ
い
て
、市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を

行
い
ま
す
。

今
回
の
一
般
質
問
で
あ
な
た
の
生
活
に
か
か

わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

一
般
質
問
の
内
容
は
動
画
で
視
聴
で
き
ま
す
。二
次
元

コ
ー
ド
ま
た
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら「
議
会
録
画
中

継
」を
選
択
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。各
議
員
の
記
事
の
右
下

に
あ
り
ま
す
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
い
た
だ
く
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
の
質
問
に
関
す
る
録
画
配
信
ペ
ー
ジ
に

つ
な
が
り
ま
す
。

質
問
議
員
12
人

質
問
25
項
目
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生活安全部

寺
院
と
大
規
模
災
害
時
の
協
力
協
定
に
つ
い
て

福祉こども部

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
認
知
度
向
上
に
つ
い
て

井
上

　一男
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

ま
み
や

　文枝
（
公
明
党
）

本
市
で
は
現
在
、
4
か
所
の
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で
、高
齢
者
の
相
談
や
、介
護
予

防
教
室
の
開
催
な
ど
多
様
な
取
組
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

し
か
し
、
現
状
と
し
て
市
民
の
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
と
い
う
言
葉
そ
の
も
の
の
認

知
度
が
十
分
に
届
い
て
い
な
い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
い
う
硬
い
イ

メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
愛
称
を
付
け
る
こ
と
で
、

市
民
に
と
っ
て
身
近
な
存
在
と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
の
で
は
な
い
か
。

①
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
現
状
の
認
知

度
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
。

②
名
称
や
愛
称
の
工
夫
を
検
討
す
る
考
え
は

③
周
知
方
法
の
強
化
の
考
え
は
。

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
室
長

①
地
道
な
周
知
に
よ
り
、
徐
々
に
認
知
度
が

上
が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

②
介
護
保
険
法
に
規
定
が
あ
り
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
い
る
自
治
体
が
多
い

が
、親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
け
、相
談
し
や

す
い
効
果
を
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
必
要

に
応
じ
て
研
究
し
て
い
く
。

③
主
に
広
報
の
特
集
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

L
I
N
E
等
に
よ
り
実
施
。人
目
に
つ
き
や

す
い
ポ
ス
タ
ー
等
を
作
成
し
、
関
係
機
関
や

人
の
多
く
行
き
交
う
場
所
へ
の
掲
示
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
く
。ま
た
、具
体
的
な
サ
ー

ビ
ス
内
容
や
相
談
例
の
記
載
等
、
工
夫
し
た

い
。そ

の
他
の
質
問

・
フ
レ
イ
ル
進
行
防
止
の
新
た
な
取
組
に
つ

い
て

・
性
の
多
様
性
を
尊
重
す
る
教
育
現
場
づ
く

り
に
つ
い
て

南
海
ト
ラ
フ
沿
い
で
は
、
巨
大
地
震
が
い

つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
。日
頃
か
ら
一

人
ひ
と
り
が
対
策
を
考
え
、地
域
が
連
携
し
、

避
難
準
備
を
す
る
必
要
が
あ
る
。東
日
本
大

震
災
で
は
、
寺
院
が
避
難
所
と
し
て
地
域
の

多
く
の
被
災
者
を
受
け
入
れ
た
。地
域
防
災

は
寺
院
も
含
め
、
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む

事
が
課
題
と
な
る
。行
政
が
地
域
を
見
守
り

続
け
る
寺
院
と
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
協

力
協
定
を
締
結
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

①
寺
院
と
災
害
協
定
を
締
結
す
る
考
え
は
。

ま
た
、締
結
す
る
場
合
の
想
定
内
容
は
。

②
寺
院
の
耐
震
診
断
や
耐
震
補
強
に
補
助
金

な
ど
支
援
を
す
る
考
え
は
。

③
各
地
域
の
指
定
遺
体
安
置
所
は
決
め
て
あ

る
か
、ま
た
、災
害
協
定
に
遺
体
安
置
所
と
し

て
指
定
す
る
考
え
は
。

生
活
安
全
部
長

①
災
害
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
、
一
時
避
難

所
、福
祉
避
難
所
、遺
体
の
一
時
安
置
所
と
し

て
の
施
設
の
提
供
、
車
中
泊
避
難
者
の
車
両

の
駐
車
場
の
提
供
、
遺
体
安
置
所
で
の
読
経

等
の
協
力
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
い
る
。

②
本
市
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
工
事
に
関

す
る
補
助
は
住
宅
対
象
の
た
め
、今
後
、他
市

の
導
入
事
例
等
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
る
。

③
遺
体
安
置
所
は
広
い
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
で

具
体
的
な
場
所
は
定
ま
っ
て
い
な
い
。市
内

仏
教
会
と
の
災
害
協
定
に
お
い
て
、
一
時
的

な
遺
体
安
置
所
と
し
て
の
協
力
に
つ
い
て
協

議
を
進
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
必
要
最
低
限
の
備
蓄
に
つ
い
て

・
大
規
模
災
害
時
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
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市民健康部

産
後
ケ
ア
事
業
の
拡
充
に
つ
い
て

福祉こども部

ひ
き
こ
も
り
支
援
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

上
野

　雅美
（
立
憲
民
主
党
）

さ
い
と
う

　裕美
（
公
明
党
）

産
後
ケ
ア
事
業
は
、助
産
師
、保
健
師
等
が
、

産
後
の
健
康
面
や
生
活
面
の
相
談
、
乳
房
ケ

ア
、授
乳
方
法・沐
浴・育
児
に
関
す
る
助
言・

相
談
を
行
う
も
の
で
、
宿
泊
型
・
通
所
型
・

訪
問
型
が
あ
り
、
北
名
古
屋
市
で
は
、
宿
泊

型
・
訪
問
型
の
実
施
を
し
て
い
る
。

産
後
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
理
由
は
多
岐
に

渡
り
、子
育
て
の
不
安
や
疲
労
と
い
っ
た
、母

親
の
心
身
の
負
担
を
少
し
で
も
減
ら
す
支
援

が
必
要
だ
と
考
え
る
。妊
娠
期
か
ら
子
育
て

期
に
わ
た
る
支
援
体
制
の
充
実
を
図
る
産
後

ケ
ア
へ
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

①
北
名
古
屋
市
に
お
け
る
産
後
ケ
ア
事
業
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
。

②
通
所
型
の
産
後
ケ
ア
の
拡
充
に
つ
い
て
の

見
解
は
。

③
里
帰
り
出
産
の
方
へ
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い

て
、
住
所
地
と
の
連
携
や
里
帰
り
出
産
先
で

の
産
後
ケ
ア
へ
の
補
助
に
つ
い
て
。

④
令
和
7
年
度
よ
り
産
後
ケ
ア
事
業
の
都
道

府
県
負
担
が
導
入
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の

利
用
料
金
の
あ
り
方
は
。

保
健
セ
ン
タ
ー
長

①
令
和
6
年
度
は
訪
問
型
が
3
人
、
宿
泊
型

が
17
人
。課
題
は
、医
療
機
関
等
の
空
床
利
用

を
し
て
い
る
た
め
、
利
用
希
望
条
件
に
添
え

な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
。

②
医
療
機
関
等
と
調
整
し
実
施
に
向
け
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

③
補
助
は
実
施
し
て
い
な
い
が
、
里
帰
り
出

産
先
と
連
携
し
、
母
子
へ
の
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

④
他
市
町
を
調
査
し
、
引
き
続
き
研
究
し
て

い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
産
後
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
に
つ
い
て

本
市
で
は
、約
1
，0
0
0
人
が
ひ
き
こ
も

り
の
状
態
に
あ
る
（
外
出
を
ほ
と
ん
ど
し
な

い
期
間
が
6
か
月
以
上
続
く
状
態
）
可
能
性

が
あ
る
。

0
歳
か
ら
39
歳
ま
で
は
こ
ど
も
若
者
支
援

セ
ン
タ
ー
が
支
援
を
し
て
い
る
が
、
支
援
に

繋
が
る
こ
と
な
く
き
た
40
歳
以
上
の
ひ
き
こ

も
り
状
態
に
あ
る
方
や
孤
立
世
帯
は
行
政
の

支
援
網
か
ら
漏
れ
て
お
り
、
早
期
発
見
と
支

援
開
始
の
た
め
の
対
応
と
情
報
収
集
体
制
の

構
築
が
不
可
欠
で
あ
る
。

①
支
援
に
繋
が
っ
て
い
な
い
方
の
把
握
は
。

②
こ
ど
も
若
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
40
歳
以
上

の
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
方
へ
の
対
応
は
。

③
支
援
拒
否
者
へ
の
対
応
は
。

④
早
期
発
見
の
仕
組
み
づ
く
り
は
。

⑤
匿
名
情
報
提
供
の
仕
組
み
の
導
入
は
。

⑥
こ
ど
も
若
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
災
害
時
に

お
け
る
機
能
強
化
に
つ
い
て
は
。

⑦
広
報
・
啓
発
活
動
の
強
化
に
つ
い
て
は
。

こ
ど
も
家
庭
課
長

①
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
な
い
が
、
情
報
収
集

に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
・
若
者
支
援
地
域
協

議
会
の
機
能
を
用
い
て
行
っ
て
い
る
。

②
40
歳
を
過
ぎ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
相
談

を
受
け
な
い
と
い
う
対
応
を
し
て
い
な
い
。

③
当
事
者
が
支
援
者
に
自
分
自
身
の
気
持
ち

を
話
し
て
も
い
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
関
係

を
築
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

④
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
人
を
含
め
た
支

援
の
必
要
な
人
を
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

等
に
繋
げ
て
ほ
し
い
と
お
願
い
し
て
い
る
。

⑤
現
在
、匿
名
相
談
可
能
で
あ
る
。

⑥
必
要
に
応
じ
て
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

へ
の
登
録
等
、社
会
福
祉
課
に
繋
い
で
い
く
。

⑦
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し
て
い
き
た
い
。
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教育部

性
別
を
問
わ
な
い
登
下
校
の
黄
色
い
帽
子
に

総合政策部

時
間
外
勤
務
に
つ
い
て

渡
邉

　麻衣
子
（
日
本
共
産
党
）

熊
澤

　真澄
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

行
政
の
事
務
や
権
限
が
増
え
た
こ
と
で
、

市
が
実
施
す
る
業
務
量
が
増
え
て
い
る
が
、

地
方
公
共
団
体
の
職
員
数
は
減
っ
て
き
て
い

る
。総

合
的
に
時
間
外
勤
務
の
是
正
が
図
れ
る

よ
う
、
職
員
の
配
置
な
ど
工
夫
を
さ
れ
て
い

る
が
、全
体
の
仕
事
量
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、

時
間
外
勤
務
は
減
ら
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。

①
過
去
3
年
間
の
時
間
外
勤
務
の
推
移
と
削

減
に
向
け
た
取
組
は
。

②
事
務
事
業
の
見
直
し
に
よ
り
、
時
間
外
が

ど
れ
だ
け
削
減
で
き
た
か
。残
務
整
理
な
ど

削
減
す
る
た
め
に
窓
口
時
間
を
短
縮
さ
れ
る

考
え
は
な
い
か
。

人
事
課
長

①
時
間
外
勤
務
の
年
間
総
時
間
数
は
、
令
和

4
年
度
が
3
万
8
0
6
時
間
、
令
和
5
年
度

が
3
万
1
，6
4
3
時
間
、令
和
6
年
度
が
3

万
5
，3
8
9
時
間
。

削
減
に
向
け
た
取
組
と
し
て
、
事
前
に
所

属
長
に
内
容
と
予
定
時
間
を
申
請
す
る
、
毎

週
水
曜
日
を
定
時
退
庁
日
と
す
る
等
を
実
施
。

②
削
減
で
き
た
時
間
数
を
算
定
す
る
こ
と
は

難
し
い
。こ
こ
数
年
は
、国
か
ら
の
社
会
情
勢

に
応
じ
た
事
務
へ
の
対
応
で
時
間
外
勤
務
が

増
加
し
て
い
る
。削
減
に
向
け
た
取
組
を
強

化
し
て
い
き
た
い
。窓
口
短
縮
に
つ
い
て
は
、

働
き
方
改
革
の
一
環
と
し
て
意
味
が
あ
る
が
、

職
員
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
、
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
な
が
ら
、研
究
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
人
材
の
確
保
に
つ
い
て

・
適
正
な
人
員
配
置
に
つ
い
て

・
人
材
の
育
成
に
つ
い
て

小
学
生
が
登
下
校
時
に
か
ぶ
る
黄
色
の
帽

子
は
2
種
類
あ
り
、
性
別
で
分
け
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

「
女
の
子
は
赤
や
ピ
ン
ク
」「
男
の
子
は
青

や
黒
」と
い
っ
た
固
定
観
念
は
、無
意
識
に
性

別
や
能
力
、役
割
を
決
め
つ
け
、偏
見
・
差
別

を
生
み
、社
会
全
体
の
不
利
益
と
な
る
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
教
育
は
、
固
定
観
念
に
と
ら

わ
れ
ず
自
分
ら
し
く
生
き
る
力
を
育
む
た
め
、

ま
た
、
性
の
多
様
性
を
認
識
し
尊
重
し
合
う

た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
、
特
に
幼
児
期

か
ら
小
学
生
の
時
期
に
重
要
と
考
え
る
。

学
校
環
境
で
は
男
女
混
合
の
ク
ラ
ス
名
簿

や
、
性
別
に
関
係
な
く
選
べ
る
中
学
校
制
服

な
ど
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
。黄
色
い
帽
子

に
つ
い
て
も
性
別
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
の
違
い

を
な
く
す
こ
と
、
あ
る
い
は
自
由
に
選
ぶ
こ

と
を
考
え
て
み
て
は
い
か
が
か
。

①
ジ
ェ
ン
ダ
ー
教
育
の
取
組
状
況
は
。

②
黄
色
い
帽
子
は
、自
由
に
選
べ
て
い
る
か
。

③
黄
色
い
帽
子
の
デ
ザ
イ
ン
統
一
、
ま
た
は

自
由
な
帽
子
の
着
用
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

教
育
部
次
長

①
小
学
校
で
は
個
性
の
在
り
方
を
、
中
学
校

で
は
多
様
性
や
心
の
変
化
へ
の
理
解
、
男
女

共
生
、
個
人
の
尊
重
に
つ
い
て
課
題
を
共
有

し
て
い
る
。

②
男
子
は
キ
ャ
ッ
プ
、
女
子
は
ハ
ッ
ト
を
慣

例
的
に
選
択
し
て
い
た
。今
年
度
か
ら
は
男

女
問
わ
ず
選
択
で
き
る
旨
を
案
内
す
る
。

③
現
在
の
2
種
類
の
帽
子
を
、
交
通
安
全
の

観
点
か
ら
黄
色
の
指
定
の
帽
子
と
し
て
、
案

内
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
急
病
時
に
も
安
心
し
て
受
診
で
き
る
生
活

保
護
制
度
に

・
不
登
校
の
子
を
持
つ
家
族
も
活
用
で
き
る

介
護
休
業
に
つ
い
て
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産
後
ケ
ア
事
業
の
拡
充
に
つ
い
て

福祉こども部

ひ
き
こ
も
り
支
援
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

上
野

　雅美
（
立
憲
民
主
党
）

さ
い
と
う

　裕美
（
公
明
党
）

産
後
ケ
ア
事
業
は
、助
産
師
、保
健
師
等
が
、

産
後
の
健
康
面
や
生
活
面
の
相
談
、
乳
房
ケ

ア
、授
乳
方
法・沐
浴・育
児
に
関
す
る
助
言・

相
談
を
行
う
も
の
で
、
宿
泊
型
・
通
所
型
・

訪
問
型
が
あ
り
、
北
名
古
屋
市
で
は
、
宿
泊

型
・
訪
問
型
の
実
施
を
し
て
い
る
。

産
後
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
理
由
は
多
岐
に

渡
り
、子
育
て
の
不
安
や
疲
労
と
い
っ
た
、母

親
の
心
身
の
負
担
を
少
し
で
も
減
ら
す
支
援

が
必
要
だ
と
考
え
る
。妊
娠
期
か
ら
子
育
て

期
に
わ
た
る
支
援
体
制
の
充
実
を
図
る
産
後

ケ
ア
へ
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

①
北
名
古
屋
市
に
お
け
る
産
後
ケ
ア
事
業
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
。

②
通
所
型
の
産
後
ケ
ア
の
拡
充
に
つ
い
て
の

見
解
は
。

③
里
帰
り
出
産
の
方
へ
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い

て
、
住
所
地
と
の
連
携
や
里
帰
り
出
産
先
で

の
産
後
ケ
ア
へ
の
補
助
に
つ
い
て
。

④
令
和
7
年
度
よ
り
産
後
ケ
ア
事
業
の
都
道

府
県
負
担
が
導
入
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の

利
用
料
金
の
あ
り
方
は
。

保
健
セ
ン
タ
ー
長

①
令
和
6
年
度
は
訪
問
型
が
3
人
、
宿
泊
型

が
17
人
。課
題
は
、医
療
機
関
等
の
空
床
利
用

を
し
て
い
る
た
め
、
利
用
希
望
条
件
に
添
え

な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
。

②
医
療
機
関
等
と
調
整
し
実
施
に
向
け
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

③
補
助
は
実
施
し
て
い
な
い
が
、
里
帰
り
出

産
先
と
連
携
し
、
母
子
へ
の
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

④
他
市
町
を
調
査
し
、
引
き
続
き
研
究
し
て

い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
産
後
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
に
つ
い
て

本
市
で
は
、約
1
，0
0
0
人
が
ひ
き
こ
も

り
の
状
態
に
あ
る
（
外
出
を
ほ
と
ん
ど
し
な

い
期
間
が
6
か
月
以
上
続
く
状
態
）
可
能
性

が
あ
る
。

0
歳
か
ら
39
歳
ま
で
は
こ
ど
も
若
者
支
援

セ
ン
タ
ー
が
支
援
を
し
て
い
る
が
、
支
援
に

繋
が
る
こ
と
な
く
き
た
40
歳
以
上
の
ひ
き
こ

も
り
状
態
に
あ
る
方
や
孤
立
世
帯
は
行
政
の

支
援
網
か
ら
漏
れ
て
お
り
、
早
期
発
見
と
支

援
開
始
の
た
め
の
対
応
と
情
報
収
集
体
制
の

構
築
が
不
可
欠
で
あ
る
。

①
支
援
に
繋
が
っ
て
い
な
い
方
の
把
握
は
。

②
こ
ど
も
若
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
40
歳
以
上

の
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
方
へ
の
対
応
は
。

③
支
援
拒
否
者
へ
の
対
応
は
。

④
早
期
発
見
の
仕
組
み
づ
く
り
は
。

⑤
匿
名
情
報
提
供
の
仕
組
み
の
導
入
は
。

⑥
こ
ど
も
若
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
災
害
時
に

お
け
る
機
能
強
化
に
つ
い
て
は
。

⑦
広
報
・
啓
発
活
動
の
強
化
に
つ
い
て
は
。

こ
ど
も
家
庭
課
長

①
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
な
い
が
、
情
報
収
集

に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
・
若
者
支
援
地
域
協

議
会
の
機
能
を
用
い
て
行
っ
て
い
る
。

②
40
歳
を
過
ぎ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
相
談

を
受
け
な
い
と
い
う
対
応
を
し
て
い
な
い
。

③
当
事
者
が
支
援
者
に
自
分
自
身
の
気
持
ち

を
話
し
て
も
い
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
関
係

を
築
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

④
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
人
を
含
め
た
支

援
の
必
要
な
人
を
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

等
に
繋
げ
て
ほ
し
い
と
お
願
い
し
て
い
る
。

⑤
現
在
、匿
名
相
談
可
能
で
あ
る
。

⑥
必
要
に
応
じ
て
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

へ
の
登
録
等
、社
会
福
祉
課
に
繋
い
で
い
く
。

⑦
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し
て
い
き
た
い
。
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教育部

性
別
を
問
わ
な
い
登
下
校
の
黄
色
い
帽
子
に

総合政策部

時
間
外
勤
務
に
つ
い
て

渡
邉

　麻衣
子
（
日
本
共
産
党
）

熊
澤

　真澄
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

行
政
の
事
務
や
権
限
が
増
え
た
こ
と
で
、

市
が
実
施
す
る
業
務
量
が
増
え
て
い
る
が
、

地
方
公
共
団
体
の
職
員
数
は
減
っ
て
き
て
い

る
。総

合
的
に
時
間
外
勤
務
の
是
正
が
図
れ
る

よ
う
、
職
員
の
配
置
な
ど
工
夫
を
さ
れ
て
い

る
が
、全
体
の
仕
事
量
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、

時
間
外
勤
務
は
減
ら
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。

①
過
去
3
年
間
の
時
間
外
勤
務
の
推
移
と
削

減
に
向
け
た
取
組
は
。

②
事
務
事
業
の
見
直
し
に
よ
り
、
時
間
外
が

ど
れ
だ
け
削
減
で
き
た
か
。残
務
整
理
な
ど

削
減
す
る
た
め
に
窓
口
時
間
を
短
縮
さ
れ
る

考
え
は
な
い
か
。

人
事
課
長

①
時
間
外
勤
務
の
年
間
総
時
間
数
は
、
令
和

4
年
度
が
3
万
8
0
6
時
間
、
令
和
5
年
度

が
3
万
1
，6
4
3
時
間
、令
和
6
年
度
が
3

万
5
，3
8
9
時
間
。

削
減
に
向
け
た
取
組
と
し
て
、
事
前
に
所

属
長
に
内
容
と
予
定
時
間
を
申
請
す
る
、
毎

週
水
曜
日
を
定
時
退
庁
日
と
す
る
等
を
実
施
。

②
削
減
で
き
た
時
間
数
を
算
定
す
る
こ
と
は

難
し
い
。こ
こ
数
年
は
、国
か
ら
の
社
会
情
勢

に
応
じ
た
事
務
へ
の
対
応
で
時
間
外
勤
務
が

増
加
し
て
い
る
。削
減
に
向
け
た
取
組
を
強

化
し
て
い
き
た
い
。窓
口
短
縮
に
つ
い
て
は
、

働
き
方
改
革
の
一
環
と
し
て
意
味
が
あ
る
が
、

職
員
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
、
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
な
が
ら
、研
究
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
人
材
の
確
保
に
つ
い
て

・
適
正
な
人
員
配
置
に
つ
い
て

・
人
材
の
育
成
に
つ
い
て

小
学
生
が
登
下
校
時
に
か
ぶ
る
黄
色
の
帽

子
は
2
種
類
あ
り
、
性
別
で
分
け
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

「
女
の
子
は
赤
や
ピ
ン
ク
」「
男
の
子
は
青

や
黒
」と
い
っ
た
固
定
観
念
は
、無
意
識
に
性

別
や
能
力
、役
割
を
決
め
つ
け
、偏
見
・
差
別

を
生
み
、社
会
全
体
の
不
利
益
と
な
る
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
教
育
は
、
固
定
観
念
に
と
ら

わ
れ
ず
自
分
ら
し
く
生
き
る
力
を
育
む
た
め
、

ま
た
、
性
の
多
様
性
を
認
識
し
尊
重
し
合
う

た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
、
特
に
幼
児
期

か
ら
小
学
生
の
時
期
に
重
要
と
考
え
る
。

学
校
環
境
で
は
男
女
混
合
の
ク
ラ
ス
名
簿

や
、
性
別
に
関
係
な
く
選
べ
る
中
学
校
制
服

な
ど
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
。黄
色
い
帽
子

に
つ
い
て
も
性
別
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
の
違
い

を
な
く
す
こ
と
、
あ
る
い
は
自
由
に
選
ぶ
こ

と
を
考
え
て
み
て
は
い
か
が
か
。

①
ジ
ェ
ン
ダ
ー
教
育
の
取
組
状
況
は
。

②
黄
色
い
帽
子
は
、自
由
に
選
べ
て
い
る
か
。

③
黄
色
い
帽
子
の
デ
ザ
イ
ン
統
一
、
ま
た
は

自
由
な
帽
子
の
着
用
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

教
育
部
次
長

①
小
学
校
で
は
個
性
の
在
り
方
を
、
中
学
校

で
は
多
様
性
や
心
の
変
化
へ
の
理
解
、
男
女

共
生
、
個
人
の
尊
重
に
つ
い
て
課
題
を
共
有

し
て
い
る
。

②
男
子
は
キ
ャ
ッ
プ
、
女
子
は
ハ
ッ
ト
を
慣

例
的
に
選
択
し
て
い
た
。今
年
度
か
ら
は
男

女
問
わ
ず
選
択
で
き
る
旨
を
案
内
す
る
。

③
現
在
の
2
種
類
の
帽
子
を
、
交
通
安
全
の

観
点
か
ら
黄
色
の
指
定
の
帽
子
と
し
て
、
案

内
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
急
病
時
に
も
安
心
し
て
受
診
で
き
る
生
活

保
護
制
度
に

・
不
登
校
の
子
を
持
つ
家
族
も
活
用
で
き
る

介
護
休
業
に
つ
い
て
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市民健康部

ワ
ン
コ
イ
ン
が
ん
検
診
の
導
入
に
つ
い
て

総合政策部

他
部
署
に
影
響
を
及
ぼ
す
事
業
へ
の

適
正
な
査
定
に
つ
い
て

つ
る
た

　りえ
（
公
明
党
）

清
水

　晃治
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

が
ん
は
日
本
人
の
死
因
1
位
の
疾
病
で
あ

り
、
生
涯
で
日
本
人
の
3
人
に
1
人
が
が
ん

で
死
亡
し
て
い
る
。

国
は
、「
第
4
期
が
ん
対
策
推
進
基
本
計

画
」に
お
い
て
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
が

ん
対
策
」を
推
進
し
、が
ん
検
診
受
診
率
の
目

標
を
60
%
に
引
き
上
げ
た
。

本
市
で
は
、
土
日
に
集
団
健
診
を
実
施
す

る
な
ど
、
働
く
世
代
へ
の
配
慮
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
本
市
の
が
ん
検
診
受
診
率
は
全
国

平
均
と
比
べ
て
低
く
、
受
診
率
向
上
が
必
要

で
あ
る
。

①
本
市
の
が
ん
検
診
率
が
低
い
背
景
は
。

②
他
市
で
実
施
さ
れ
て
い
る
「
ワ
ン
コ
イ
ン

が
ん
検
診
」の
導
入
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

③
今
後
、
受
診
率
向
上
の
た
め
に
ど
の
よ
う

な
取
組
を
強
化
す
る
か
。

健
康
課
長

①
検
診
の
重
要
性
や
効
果
、
早
期
発
見
の
必

要
性
な
ど
の
情
報
が
市
民
に
十
分
認
識
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
が
大
き
な
要
因
。受
診
率
が
、

各
が
ん
検
診
に
お
け
る
市
民
全
体
の
対
象
年

齢
に
対
す
る
も
の
で
あ
り
、
市
が
実
施
し
て

い
る
が
ん
検
診
の
受
診
者
数
の
み
し
か
把
握

で
き
な
い
こ
と
も
要
因
で
あ
る
。

②
ワ
ン
コ
イ
ン
が
ん
検
診
を
導
入
す
る
こ
と

は
、
受
診
率
向
上
の
手
段
の
一
つ
と
考
え
る

が
、受
診
率
や
本
市
の
傾
向
等
を
把
握
し
、課

題
の
整
理
を
す
る
必
要
が
あ
る
。引
き
続
き

研
究
し
て
い
く
。

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
公
式
L
I
N
E
、
保

健
セ
ン
タ
ー
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
に

よ
り
情
報
発
信
を
強
化
し
て
い
く
。

本
市
の
高
齢
化
率
は
、
全
国
平
均
よ
り
低

く
、コ
ロ
ナ
禍
前
の
介
護
保
険
の
要
介
護（
要

支
援
）認
定
率
、介
護
給
付
費
は
県
平
均
よ
り

低
い
値
だ
っ
た
。し
か
し
、2
0
2
5
年
3
月

末
の
認
定
率
は
、
ほ
ぼ
県
平
均
と
同
じ
値
と

な
り
、介
護
給
付
費
も
増
加
し
、い
ず
れ
の
上

昇
率
は
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
。

本
市
の
介
護
予
防
施
策
や
支
え
合
え
る
地

域
の
存
在
は
、
他
自
治
体
と
比
較
し
て
介
護

負
担
を
低
く
抑
え
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
交
流
の
断
絶
に
よ
り
、
自
治
会
加
入

率
低
下
が
加
速
し
、
補
助
金
削
減
も
加
わ
り

地
域
社
会
を
形
成
す
る
機
会
が
失
わ
れ
た
。

こ
の
ま
ま
で
は
介
護
給
付
費
が
数
億
円
規

模
で
急
増
す
る
危
険
性
を
秘
め
て
い
る
。今

後
の
予
算
編
成
で
は
、
今
ま
で
以
上
に
広
い

視
点
で
効
果
や
影
響
を
判
断
す
る
総
合
的
な

査
定
が
望
ま
れ
る
。

①
行
政
の
事
業
で
統
括
し
て
調
整
、
判
断
す

る
仕
組
み
は
。

②
自
治
会
活
動
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
づ
く

り
事
業
へ
の
大
胆
な
予
算
の
投
入
、ま
た
、自

治
会
が
主
体
性
を
持
っ
た
新
た
な
提
案
に
補

助
金
を
出
す
仕
組
み
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

副
市
長

①
担
当
部
署
が
事
業
の
見
直
し
や
新
規
事
業

を
立
ち
上
げ
る
場
合
、政
策
調
整
課
、財
政
課

を
含
め
た
3
者
で
予
算
化
に
向
け
調
整
す
る

体
制
と
な
っ
て
い
る
。事
業
の
必
要
性
や
他

事
業
へ
の
影
響
度
合
い
に
よ
っ
て
は
政
策
会

議
で
総
合
的
に
判
断
し
て
進
め
て
い
る
。

②
未
来
を
支
え
る
重
要
な
施
策
と
し
て
、
地

域
で
支
え
合
え
る
体
制
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
構
築
、
そ
の
土
台
と
な
る
人
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
。財
政
状
況
を
見
な
が
ら

効
果
的
な
財
源
の
投
入
と
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
補
助
金
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
要
介
護
認
定
率
と
一
人
当
た
り
の
給
付
費

に
つ
い
て
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生活安全部

被
災
者
の
命
を
守
る
た
め
の
災
害
ケ
ー
ス

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

建設部

本
市
に
お
け
る
今
後
の
公
共
下
水
道
の

見
解
に
つ
い
て

本
市
の
令
和
６
年
度
末
時
点
の
汚
水
処
理

人
口
普
及
率
は
83
％
で
あ
る
。愛
知
県
は
汚

水
処
理
施
設
の
効
率
的
な
整
備
、
運
営
管
理

を
目
的
に「
全
県
域
汚
水
適
正
処
理
構
想
」を

策
定
し
、
令
和
８
年
度
末
の
汚
水
処
理
人
口

普
及
率
95
％
以
上
の
達
成
を
目
指
し
て
い
る
。

本
市
で
は
、
単
独
浄
化
槽
と
合
併
浄
化
槽
が

多
く
顕
在
し
、
そ
の
汚
泥
等
を
処
理
す
る
鴨

田
エ
コ
パ
ー
ク
の
老
朽
化
の
早
期
解
決
が
必

要
と
考
え
る
。ま
た
、市
全
体
を
見
る
と
密
集

地
域
が
多
く
、
公
共
下
水
道
が
適
し
て
い
る

と
考
え
る
。汚
水
と
雨
水
を
別
々
の
下
水
道

管
で
流
す
分
流
方
式
は
環
境
面
、
衛
生
面
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
雨
水
の
浸
水
被
害
の
軽

減
に
繋
が
る
。今
後
の
下
水
道
事
業
に
つ
い

て
の
見
解
は
。

下
水
道
課
長

令
和
６
年
度
末
の
公
共
下
水
道
普
及
率
は

56
．6
％
で
、
愛
知
県
内
の
普
及
率
が
82
．1

％
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
だ
整
備
が
必
要
な

段
階
で
あ
る
。頻
発
化
、激
甚
化
す
る
集
中
豪

雨
に
備
え
、雨
水
排
水
施
設
の
改
築
・
更
新
・

調
整
池
等
の
浸
水
対
策
も
同
時
に
進
め
る
必

要
が
あ
る
。さ
ら
に
、汚
水
施
設
の
改
築
・
更

新
に
向
け
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画

を
見
直
し
て
い
か
な
け
れ
な
な
ら
な
い
。一

方
で
、
下
水
道
使
用
料
収
益
の
向
上
や
経
費

回
収
率
の
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
、
経
営
が

成
り
立
た
な
い
と
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
。

従
っ
て
、
投
資
計
画
と
財
政
計
画
の
均
衡
を

図
り
な
が
ら
、
長
期
的
に
安
定
し
た
下
水
道

事
業
の
運
営
を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考

え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
将
来
の
更
新
に
向
け
下
水
道
へ
の
接
続
補

助
を

内
閣
府
が
令
和
5
年
に
発
行
し
た
「
災
害

ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実
施
の
手
引
き
」
で

は
、
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
被
災
者

の
主
体
的
な
自
立
・
生
活
再
建
の
プ
ロ
セ
ス

を
支
援
し
、
課
題
等
の
解
決
に
向
け
た
継
続

的
な
支
援
で
自
立
・
生
活
再
建
が
進
む
よ
う

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
取
組
と
さ
れ
て
い
る
。

本
市
が
地
域
防
災
計
画
に
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
位
置
づ
け
た
こ
と
は
、
取
組
の

進
捗
を
示
す
も
の
と
し
て
評
価
し
て
い
る
。

手
引
き
で
は
、
社
会
福
祉
法
人
や
N
P
O
等

の
民
間
団
体
と
の
連
携
体
制
の
構
築
、
人
材

育
成
、
広
報
な
ど
平
時
か
ら
の
取
組
の
重
要

性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。実
施
す
る
た
め
の

準
備
の
進
捗
状
況
と
顕
在
化
し
た
課
題
に
つ

い
て
問
う
。

生
活
安
全
部
長

現
在
、
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実

施
に
向
け
検
討
を
進
め
て
お
り
、
課
題
と
し

て
担
当
者
の
人
材
育
成
と
関
係
各
所
と
の
連

携
体
制
の
構
築
が
急
務
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。担
当
者
の
育
成
は
、研
修
参
加
に
よ
り

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に
よ
る
被
災
者
の
状
況
把
握
、

被
災
者
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
支
援
、

訪
問
調
査
、
ケ
ー
ス
会
議
の
主
催
等
の
実
務

に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
。今
後
は
、担
当
部

署
を
明
確
化
し
、
関
係
各
課
の
連
携
体
制
を

構
築
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
等
の
各
機
関
間
と
の
連
携
や
認
識
の
共

有
を
進
め
、
被
災
者
支
援
の
仕
組
み
の
整
備

に
取
り
組
む
。ま
た
、広
報
や
総
合
防
災
訓
練

等
を
通
し
て
、
市
民
の
理
解
を
深
め
る
啓
発

に
努
め
る
。

伊
藤

　大輔
（
立
憲
民
主
党
）

川
渕

　康宏
（
日
本
共
産
党
）
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市民健康部

ワ
ン
コ
イ
ン
が
ん
検
診
の
導
入
に
つ
い
て

総合政策部

他
部
署
に
影
響
を
及
ぼ
す
事
業
へ
の

適
正
な
査
定
に
つ
い
て

つ
る
た

　りえ
（
公
明
党
）

清
水

　晃治
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

が
ん
は
日
本
人
の
死
因
1
位
の
疾
病
で
あ

り
、
生
涯
で
日
本
人
の
3
人
に
1
人
が
が
ん

で
死
亡
し
て
い
る
。

国
は
、「
第
4
期
が
ん
対
策
推
進
基
本
計

画
」に
お
い
て
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
が

ん
対
策
」を
推
進
し
、が
ん
検
診
受
診
率
の
目

標
を
60
%
に
引
き
上
げ
た
。

本
市
で
は
、
土
日
に
集
団
健
診
を
実
施
す

る
な
ど
、
働
く
世
代
へ
の
配
慮
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
本
市
の
が
ん
検
診
受
診
率
は
全
国

平
均
と
比
べ
て
低
く
、
受
診
率
向
上
が
必
要

で
あ
る
。

①
本
市
の
が
ん
検
診
率
が
低
い
背
景
は
。

②
他
市
で
実
施
さ
れ
て
い
る
「
ワ
ン
コ
イ
ン

が
ん
検
診
」の
導
入
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

③
今
後
、
受
診
率
向
上
の
た
め
に
ど
の
よ
う

な
取
組
を
強
化
す
る
か
。

健
康
課
長

①
検
診
の
重
要
性
や
効
果
、
早
期
発
見
の
必

要
性
な
ど
の
情
報
が
市
民
に
十
分
認
識
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
が
大
き
な
要
因
。受
診
率
が
、

各
が
ん
検
診
に
お
け
る
市
民
全
体
の
対
象
年

齢
に
対
す
る
も
の
で
あ
り
、
市
が
実
施
し
て

い
る
が
ん
検
診
の
受
診
者
数
の
み
し
か
把
握

で
き
な
い
こ
と
も
要
因
で
あ
る
。

②
ワ
ン
コ
イ
ン
が
ん
検
診
を
導
入
す
る
こ
と

は
、
受
診
率
向
上
の
手
段
の
一
つ
と
考
え
る

が
、受
診
率
や
本
市
の
傾
向
等
を
把
握
し
、課

題
の
整
理
を
す
る
必
要
が
あ
る
。引
き
続
き

研
究
し
て
い
く
。

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
公
式
L
I
N
E
、
保

健
セ
ン
タ
ー
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
に

よ
り
情
報
発
信
を
強
化
し
て
い
く
。

本
市
の
高
齢
化
率
は
、
全
国
平
均
よ
り
低

く
、コ
ロ
ナ
禍
前
の
介
護
保
険
の
要
介
護（
要

支
援
）認
定
率
、介
護
給
付
費
は
県
平
均
よ
り

低
い
値
だ
っ
た
。し
か
し
、2
0
2
5
年
3
月

末
の
認
定
率
は
、
ほ
ぼ
県
平
均
と
同
じ
値
と

な
り
、介
護
給
付
費
も
増
加
し
、い
ず
れ
の
上

昇
率
は
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
。

本
市
の
介
護
予
防
施
策
や
支
え
合
え
る
地

域
の
存
在
は
、
他
自
治
体
と
比
較
し
て
介
護

負
担
を
低
く
抑
え
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
交
流
の
断
絶
に
よ
り
、
自
治
会
加
入

率
低
下
が
加
速
し
、
補
助
金
削
減
も
加
わ
り

地
域
社
会
を
形
成
す
る
機
会
が
失
わ
れ
た
。

こ
の
ま
ま
で
は
介
護
給
付
費
が
数
億
円
規

模
で
急
増
す
る
危
険
性
を
秘
め
て
い
る
。今

後
の
予
算
編
成
で
は
、
今
ま
で
以
上
に
広
い

視
点
で
効
果
や
影
響
を
判
断
す
る
総
合
的
な

査
定
が
望
ま
れ
る
。

①
行
政
の
事
業
で
統
括
し
て
調
整
、
判
断
す

る
仕
組
み
は
。

②
自
治
会
活
動
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
づ
く

り
事
業
へ
の
大
胆
な
予
算
の
投
入
、ま
た
、自

治
会
が
主
体
性
を
持
っ
た
新
た
な
提
案
に
補

助
金
を
出
す
仕
組
み
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

副
市
長

①
担
当
部
署
が
事
業
の
見
直
し
や
新
規
事
業

を
立
ち
上
げ
る
場
合
、政
策
調
整
課
、財
政
課

を
含
め
た
3
者
で
予
算
化
に
向
け
調
整
す
る

体
制
と
な
っ
て
い
る
。事
業
の
必
要
性
や
他

事
業
へ
の
影
響
度
合
い
に
よ
っ
て
は
政
策
会

議
で
総
合
的
に
判
断
し
て
進
め
て
い
る
。

②
未
来
を
支
え
る
重
要
な
施
策
と
し
て
、
地

域
で
支
え
合
え
る
体
制
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
構
築
、
そ
の
土
台
と
な
る
人
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
。財
政
状
況
を
見
な
が
ら

効
果
的
な
財
源
の
投
入
と
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
補
助
金
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
要
介
護
認
定
率
と
一
人
当
た
り
の
給
付
費

に
つ
い
て
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生活安全部

被
災
者
の
命
を
守
る
た
め
の
災
害
ケ
ー
ス

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

建設部

本
市
に
お
け
る
今
後
の
公
共
下
水
道
の

見
解
に
つ
い
て

本
市
の
令
和
６
年
度
末
時
点
の
汚
水
処
理

人
口
普
及
率
は
83
％
で
あ
る
。愛
知
県
は
汚

水
処
理
施
設
の
効
率
的
な
整
備
、
運
営
管
理

を
目
的
に「
全
県
域
汚
水
適
正
処
理
構
想
」を

策
定
し
、
令
和
８
年
度
末
の
汚
水
処
理
人
口

普
及
率
95
％
以
上
の
達
成
を
目
指
し
て
い
る
。

本
市
で
は
、
単
独
浄
化
槽
と
合
併
浄
化
槽
が

多
く
顕
在
し
、
そ
の
汚
泥
等
を
処
理
す
る
鴨

田
エ
コ
パ
ー
ク
の
老
朽
化
の
早
期
解
決
が
必

要
と
考
え
る
。ま
た
、市
全
体
を
見
る
と
密
集

地
域
が
多
く
、
公
共
下
水
道
が
適
し
て
い
る

と
考
え
る
。汚
水
と
雨
水
を
別
々
の
下
水
道

管
で
流
す
分
流
方
式
は
環
境
面
、
衛
生
面
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
雨
水
の
浸
水
被
害
の
軽

減
に
繋
が
る
。今
後
の
下
水
道
事
業
に
つ
い

て
の
見
解
は
。

下
水
道
課
長

令
和
６
年
度
末
の
公
共
下
水
道
普
及
率
は

56
．6
％
で
、
愛
知
県
内
の
普
及
率
が
82
．1

％
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
だ
整
備
が
必
要
な

段
階
で
あ
る
。頻
発
化
、激
甚
化
す
る
集
中
豪

雨
に
備
え
、雨
水
排
水
施
設
の
改
築
・
更
新
・

調
整
池
等
の
浸
水
対
策
も
同
時
に
進
め
る
必

要
が
あ
る
。さ
ら
に
、汚
水
施
設
の
改
築
・
更

新
に
向
け
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画

を
見
直
し
て
い
か
な
け
れ
な
な
ら
な
い
。一

方
で
、
下
水
道
使
用
料
収
益
の
向
上
や
経
費

回
収
率
の
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
、
経
営
が

成
り
立
た
な
い
と
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
。

従
っ
て
、
投
資
計
画
と
財
政
計
画
の
均
衡
を

図
り
な
が
ら
、
長
期
的
に
安
定
し
た
下
水
道

事
業
の
運
営
を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考

え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
将
来
の
更
新
に
向
け
下
水
道
へ
の
接
続
補

助
を

内
閣
府
が
令
和
5
年
に
発
行
し
た
「
災
害

ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実
施
の
手
引
き
」
で

は
、
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
被
災
者

の
主
体
的
な
自
立
・
生
活
再
建
の
プ
ロ
セ
ス

を
支
援
し
、
課
題
等
の
解
決
に
向
け
た
継
続

的
な
支
援
で
自
立
・
生
活
再
建
が
進
む
よ
う

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
取
組
と
さ
れ
て
い
る
。

本
市
が
地
域
防
災
計
画
に
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
位
置
づ
け
た
こ
と
は
、
取
組
の

進
捗
を
示
す
も
の
と
し
て
評
価
し
て
い
る
。

手
引
き
で
は
、
社
会
福
祉
法
人
や
N
P
O
等

の
民
間
団
体
と
の
連
携
体
制
の
構
築
、
人
材

育
成
、
広
報
な
ど
平
時
か
ら
の
取
組
の
重
要

性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。実
施
す
る
た
め
の

準
備
の
進
捗
状
況
と
顕
在
化
し
た
課
題
に
つ

い
て
問
う
。

生
活
安
全
部
長

現
在
、
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実

施
に
向
け
検
討
を
進
め
て
お
り
、
課
題
と
し

て
担
当
者
の
人
材
育
成
と
関
係
各
所
と
の
連

携
体
制
の
構
築
が
急
務
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。担
当
者
の
育
成
は
、研
修
参
加
に
よ
り

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に
よ
る
被
災
者
の
状
況
把
握
、

被
災
者
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
支
援
、

訪
問
調
査
、
ケ
ー
ス
会
議
の
主
催
等
の
実
務

に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
。今
後
は
、担
当
部

署
を
明
確
化
し
、
関
係
各
課
の
連
携
体
制
を

構
築
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
等
の
各
機
関
間
と
の
連
携
や
認
識
の
共

有
を
進
め
、
被
災
者
支
援
の
仕
組
み
の
整
備

に
取
り
組
む
。ま
た
、広
報
や
総
合
防
災
訓
練

等
を
通
し
て
、
市
民
の
理
解
を
深
め
る
啓
発

に
努
め
る
。

伊
藤

　大輔
（
立
憲
民
主
党
）

川
渕

　康宏
（
日
本
共
産
党
）
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箱
見
意
ご 審議内容の

理解ができた。

強く関心を引かれた。

市議会モニター意見箱 ～第 3回 定例会～

事業としての大切さ、

大変さが実感できた。

市民健康部

女
性
の
生
涯
を
守
る
10
代
か
ら
の

健
康
リ
ス
ク
対
策

ひ
ろ
た

　幸治
（
無
会
派
）

5
年
ぶ
り
に
改
定
さ
れ
た
『
日
本
人
の
食

事
摂
取
基
準
』で
は
、骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
が

こ
れ
ま
で
以
上
に
重
視
さ
れ
た
。一
方
、過
度

な
痩
身
志
向
等
を
背
景
に
日
本
の
若
年
女
性

の「
や
せ
」は
深
刻
で
、
栄
養
不
足
と
ホ
ル
モ

ン
分
泌
低
下
は
、
骨
量
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

時
期
の
骨
形
成
を
阻
害
し
、
将
来
の
骨
粗
し

ょ
う
症
リ
ス
ク
が
著
し
く
高
ま
る
。そ
の
結

果
、妊
娠
・
出
産
期
の
母
子
の
健
康
、更
年
期

の
急
激
な
骨
量
減
少
、
そ
し
て
高
齢
期
の
要

介
護
に
つ
な
が
る
骨
折
な
ど
、
女
性
の
生
涯

に
渡
り
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ

る
。北
名
古
屋
市
で
も
15
歳
か
ら
19
歳
で「
や

せ
」傾
向
が
顕
著
で
、将
来
的
な
骨
粗
し
ょ
う

症
リ
ス
ク
の
上
昇
を
示
唆
し
て
い
る
。

北
名
古
屋
市
で
は
、
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

を
40
歳
か
ら
実
施
し
て
い
る
が
、
対
象
を
若

年
層
に
も
広
げ
、
骨
密
度
測
定
に
基
づ
く
検

査
と
保
健
指
導
を
行
う
こ
と
は
、
若
年
女
性

に
生
活
習
慣
の
改
善
や
行
動
変
容
を
促
す
う

え
で
有
効
で
、
必
要
不
可
欠
な
施
策
と
考
え

る
が
、市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

健
康
課
長

今
後
は
、若
年
世
代
の
女
性
に
対
し
、痩
せ

過
ぎ
に
よ
る
骨
量
の
減
少
や
妊
娠
中
の
リ
ス

ク
に
つ
い
て
も
啓
発
を
す
る
と
と
も
に
、
若

年
世
代
が
参
加
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
骨
波
形
測

定
器
を
活
用
し
、
結
果
に
応
じ
た
説
明
を
行

う
こ
と
で
将
来
的
な
骨
粗
鬆
症
の
予
防
対
策

を
含
め
た
健
康
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
ケ
ア
マ
ネ
の
シ
ャ
ド
ー
ワ
ー
ク
へ
の
対
応

皆様の声をお聞かせください
議会だよりをより充実させるため、皆様からのご意見ご感想をお聞かせください。

●メール giji@city.kitanagoya.lg.jp
●F A X （0568）23-3140議会事務局

その他たくさんの
貴重なご意見、ご提案を
いただきました。

今後の議会運営に役立てて
いきたいと思います。

を決議しています
「子どもを虐待から守るまち宣言」「子どもを虐待から守るまち宣言」「子どもを虐待から守るまち宣言」「子どもを虐待から守るまち宣言」
北名古屋市議会は

11月は虐待防止月間です11月は虐待防止月間です
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静岡県沼津市議会

●令和3年、コロナのまん延防止措置の観点等
から、委員会の開催場所への参集が困難と判
断される場合（大規模な災害、感染症のまん延、
育児、介護、その他やむを得ない事由）に、オ
ンラインを活用した委員会を開催することが
できるよう会議規則、委員会条例を一部改正
した。

長野県飯田市議会

●コロナがまん延している中で、議会をいかに
維持していくかの議論があり、令和4年に委
員会条例を改正し、災害の発生、感染症のまん
延防止、その他やむを得ない事由の場合、オン
ラインによる出席を認めた。
●委員会だけでなく「協議又は調整を行うため
の場」についてもオンライン会議での参加を
許可している。

議会活動報告

市制施行20周年記念ポロシャツを市議会本会議で着用しました！
令和7年9月5日、9月25日開催の本会議にて、議員全員が北名古屋市制20周記念ポロシャツを着
用し、市制施行20周年の機運醸成・PRを行いました。　（令和8年第2回、第3回定例会でも着用予
定です。）

◎全ての議員が出席できない場合も想定した
対応を今後の課題として持っており、本市
議会でも一人ひとりの議員が運営に責任を
もって関われるような機会や土台づくりが
重要である。
◎介護や育児の事由においてもオンライン会
議で参加できることは、議員の働き方の選
択肢を増やすこととなり賛成するものだが、
議会が市民の為に成すことは何かといった

根本に立ち返り、しっかりと議論を重ねた
いと思った。
◎「オンライン会議」の事前整備の体制を速や
かに整えて何度も試行してみることが必要
であり、利活用を考え広げることが喫緊の
課題であると感じた。
◎議場や委員会室に参集できることが基本で
オンライン会議が推進されているが、災害
時いつ参集できるかわからない状況で、議
決事案が発生した場合を考え、本市に取り
入れていきたいと感じた。

視察を終えて　所感（抜粋）

7月9日～10日の2日間、議会運営委員会委員と議長、副議長の計11名で、オンライン会議の手法
や成果、課題について、先進地である長野県飯田市、静岡県沼津市を視察してまいりました。
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ぶ
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皆様の声をお聞かせください
議会だよりをより充実させるため、皆様からのご意見ご感想をお聞かせください。

●メール giji@city.kitanagoya.lg.jp
●F A X （0568）23-3140議会事務局

その他たくさんの
貴重なご意見、ご提案を
いただきました。
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いきたいと思います。
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「子どもを虐待から守るまち宣言」「子どもを虐待から守るまち宣言」「子どもを虐待から守るまち宣言」「子どもを虐待から守るまち宣言」
北名古屋市議会は

11月は虐待防止月間です11月は虐待防止月間です
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請願書・陳情書の提出について
令和7年第4回定例会の審査対象となる請願書・陳情書の提出期限は、
11月19日（水）の午後5時（予定）です。
詳しくは、議会事務局までお問い合わせください。

令和7年　第4回定例会の予定

編 集 後 記

北名古屋市議会

インターネットで議会の録画中継や議案の審議
結果など様々な情報が見られます。みなさまの
アクセスをお待ちしております。
※通信料はご利用者の負担となります。

［受付時間］ 会議開始30分前から
［受付場所］ 市役所東庁舎 4階
 東エレベーター前
※委員会は先着10名で、途中での入退室は
　できませんのでご了承ください。

●今定例会では、令和6年度の決算を2日間にわたり、
慎重に審議しました。皆様からお預かりした大切な税金
が適切に使われているか、各議員がそれぞれの目線でチ
ェックし、活発な議論が行われました。
今後も、議会での活動が市民の皆様に分かりやすく伝
わるよう工夫してまいります。併せてホームページの議
会録画中継や会議録を是非ともご覧ください。
●昨年に引きつづき第2回目となる市民と議員の意見交
換会を実施しました。合併してもうすぐ20年、今回は「市
の将来イメージについて」をテーマに市民の方が望む将
来イメージで、どんな街に暮らしたいかを市民
の皆様と一緒に意見交換をしました。
参加者の皆様から「こんな街にしたい、あん
な街がいいな」との活発な意見が飛び交い、何
度も対話を重ねていく大切さや議会と市民の
方々が深くつながる為の対話の大切さも感じ
ることができました。
今後もさらに多くの市民の皆様と対話を重
ね、住みやすい、住んでみたい、住みつづけた
い北名古屋市を目指していきたいと思います。
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